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   A morphological study of the Leydig's cells in the testes of cryptorchid patients was 

made by light and electron microscopy. Seventy four unilateral and bilateral cryptorchids 

(aged 2 to 37 years) were selected for light microscopic observation, and 28 of these  speci-
mens were also examined by electron microscopy. In 5 cases of pre-pubertal and pubertal 
cryptorchids, tissue specimens were biopsied after 20, 000 units of HCG had been given and 
examined similarly. In addition, Leydig's cell density was evaluated quantitatively in the 
undescended and contralateral scrotal testes of 12 post-pubertal patients. This was based 
on the determination of the total number of Leydig's cells, Leydig's cell clusters and 

seminiferous tubules in the entire histologic section of each biopsy and the calculation of 
the following indices; mean number of Leydig's cells per tubule, mean number of Leydig's 
cell clusters per tubule and mean number of Leydig's cells per cluster. In addition, the 
number of Sertoli's cells was counted, and the ratio of Leydig's cells to Sertoli's cells was 
also calculated. 

   In the undescended testes, almost no mature Leydig's cells were found by light or 
electron microscopy during pre-pubertal periods; and, even in puberty they were few, while 
immature precursor Leydig's cells were abundant. In the 5 cases treated preoperatively 
with HCG, even at 5 years, mature Leydig's cells were observed by light and electron 
microscopy. On the contrary, after puberty, not only the undescended but also the con-

tralateral scrotal testes of the cryptorchids had more mature Leydig's cells than the normal 
controls. This Leydig's cell hyperplasia was also confirmed by the quantitative analysis of 
Leydig's cell density. In the mature Leydig's cells of the undescended testes, however, the 
electron microscopic observation showed marked regressive changes, in cytology especially 

prominent depletion of the smooth endoplasmic reticulum and frequent occurrence of 
specific cytoplasmic inclusion bodies. Such regressive changes as found in the cells of the 
undescended testes were not observed in the cells of the contralateral scrotal testes. Thus, 
the morphological alteration of Leydig's cells observed here suggest that the cells are in a



328 泌尿紀要30巻3号1984年

dysfunctional condition and that the androgen production is consequently decreased in the 

undescended testes of cryptorchid patients. 

Key words: Human, Cryptorchidism, Leydig's cell

緒 言

停留精巣は,比 較的頻度の高い先天異常で,全 男子

人 口の1～2%に み られると報告され1),当 科 におい

ても全外来患者の約1～2%を 占める.ま た,停 留精

巣では,不 妊が高率ecen察 され,両 側の患者では90～

100%2・3),片 側 の患者でも60～85%2・4)に 不 妊あるい

は妊孕性の低下が報告されている、近年,精 巣機能保

護の目的で,さ まざまのホルモン治療5・6)や幼児期早

期の手術などが勧められているが,造 精機能に関する

予後は十分に改善されておらず7'-10),片側患者におい

ても,高 頻度で対側陰嚢内精巣も障害に陥るという事

実がこの病態をより複雑に しているようである.本 疾

患の病因,病 態は,従 来さまざまの方面より研究され

てきたにもかかわらず,い まだ十分に解明されていな

い.

形態的には,実 験およびヒト停留精巣において,従

来より幾多の業績がみ られるが,そ の多くは精細管内

上皮細胞の変化を追求 したものであ り,精 細管壁や間

質組織の変化に関する報告は少ない.間 細胞(Leydig

cell)に つ いても,そ の病的変化に関する報告は少な

く,そ の少ない報告でも病理学的,組 織化学的および

ホルモン学的検索で,停 留精巣における間細胞には,

形態学的にも,機 能的にも異常を認めないとされてき

た11-J14).しか し,近 年,停 留精巣患者における性ホル

モン動態の異常が指摘 されるように な り10・15"'la),間

細胞の機能障害が示唆され,ま た,ア ンドロゲンと精

子形成能との 密接な関連も指摘されて いる19・2e)こと

より,停 留精巣における造精機能障害 と間細胞障害と

の関連がうかがわれる.今 回,わ れわれは,小 児期か

ら成人にいたる停留精巣について,間 細胞の形態学的

観察をおこない,興 味ある知見を得たので報告する.

対 象および方法

対 象

対象は,ユ978年 よ り1982年 に当院にて治療を受け

た,片 側および両側停留精巣患者74例 である.年 齢は

2～37歳 で,思 春期前45例,思 春期13例,思 春期後

16例であった.患 者の内訳はTable1に 示す.

精巣組織は,手 術時にCharny21)の 方法に準 じて生

検 し,採 取した標本は2つ に分け,た だちに光顕用は

Carnoy液,電 顕用は3%グ ルタルアルデヒド溶液中

に移した.上 記症例の精巣生検標本はすべて光顕観察

をおこない,そ のうち3～32歳 にいたる28症 例で,

停留側28精 巣および対側陰嚢内5精 巣の計33精 巣につ

いて電顕観察をおこなった.内 訳は,思 春期前16例,

思春期5例,思 春期後7例 で,対 側陰嚢内精巣は13,

16,19,26,32歳 であった.な お,5例 の停留精巣患

者(5歳 の3名 と7,11歳)に ついては,精 巣固定の

術前にHCG5,000単 位,連 日4目 問筋注,計20,000

単位を投与し,手 術時に停留側精巣を生検 し,光 顕お

よび電顕観察に供 した(Table1).コ ン トロールは,

6例 の成人精巣 より,精 管結紮時に患者の承諾を得て

生検し,同 様の観察をおこなった.

光顕標本作製

生検後,組 織をただちにCarnoy液 中に移 し,2

時 間固定後,エ タノール系列にて脱水し,パ ラフィン

にて包埋,厚 さ4μ の切片を作製し,HEに て染色

し,鏡 検 した22).

電顕標本作製

生検後,た だちに試料を0.15Mカ コジル酸液にて

pH7.2に 緩衝 した3%グ ルタルアルデヒド溶液 中に

移 し,4℃ にて2時 間,前 固定し,前 固定後,0.IM

リン酸塩緩衝液にてpH7.2に 緩衝した2%オ スミウ

ム酸液中で,4℃ にて2時 間,後 圃定後エタノール系

列にて脱水し,エ ポン包埋をおこなった。LKB超 ミ

クロトームに より銀灰色の超 薄切片を 作製 し,酢 酸

ウラン溶液 と クエン酸鉛溶液 にて2重 染色後,日 立

HU-11-D型 透過型電子顕微鏡により,可 及的広汎に

わた り観察をおこなった.な お,厚 切 り切片を トルイ

ジンブルー溶液にて染色し,電 顕観察の参考とした.

生検標本を光顕下に観察 し,全 視野における精細管

総数,間 細胞総数,間 細胞塊数,お よびセル トリ細胞

総数を数えた.つ いで,以 下の指数,す なわち(1)間細

胞数/精 細管,(2)間 細胞塊数/精 細管,(3)間 細胞数/

問細胞塊 および④間細胞数/セ ル トリ細胞を算出し,

統計学的評価,お よび各症例における比較検討をおこ

なった.

結 果

光 顕

正常成人精巣では,間 細胞は通常数個の細胞が塊を
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成し,ま た単独網胞として,精 細管間隙や,あ るいは

毛細血管の周囲に存在 している.核 は円形で,通 常明

瞭なi～2個 の核小体を有 し,核 内クPマ チ ンは微細

穎粒状で,核 辺縁では凝集するため核膜は光顕一ヒきわ

めて明瞭に観察 され,こ れがまた,間 細胞の特徴的な

所見となっている.間 質中では,他 にこのような所見

Table2.

停 留 精 巣 ・間 細 胞:531

を .rlする細 胞 は な い ため,同 定 は きわ め て容 易 て あ る,

細 胞 質は 般 に 大 き く,エ オ シ ン好 性,微 細 頼 粒状 て

あ り,辺 縁 も比 較 的 明瞭 で あ る.細 胞 質 内 に は,と き

に 長 方形 か ら俸 状 の エ オ ジ ンに 強 染 す る封 入 体 が 孜 ら

れ る(Fig.1).

小 児期 か ら思 春期 前 の 停 留精 巣 では,問 質 は 狭 く,
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いまだ拡大傾向はない.間 質には,線 維芽細胞のほか

に,暗 染し,ク ロマチンの粗大な核と,紡 錘形の狭い

細胞質を有す る未熟な細胞が種々の程度に存在 し,正

常成人でみられるごとき,典 型的な成熟間細胞はほと

んど認められない(Fig.2).思 春期の症例では,成

熟間細胞が明瞭に認められるようになるものの,い ま

だ散見される程度で,未 熟な細胞が大多数を占めてい

る(Fig.3).思 春期後の 停留 精巣症例では,16歳

(症例61,62)よ り間質の拡大とともに成熟間細胞が

多数出現し,未 熟な細胞はきわめてその数が減少して

いる.し かも,間 細胞は,正 常成人精巣に較べ,観 察

上数が増加しているように思われ(Fig.4),あ きらか

に過形成を示す症例も多くみられた(Fig.5).思 春

期後の停留精巣患者の対側陰嚢内精巣では,成 熟間細

胞がほとんどを占めるものの,正 常成人精巣と較べる

とかな り増加 しているように思われた(Fig.6).

術前HCGを 投与した患者の停留側精巣では,5

歳においても,成 熟型聞細胞が出現 し,2～3個 が塊

を成 して存在 し(Fig.7),11歳 症例でも,や は り数

個の塊を成して存在する間細胞が明瞭に観察された.

間細胞過形成の観察:定 量的評価

われわれは,上 述のごとき,思 春期後の停留精巣患

者の停留側,さ らに対側陰嚢内精巣の両者にて光顕上

強 く疑われた間細胞過形成に着 目し,そ れを客観的に

評価する目的で,先 に述べた方法にて,間 細胞の定量

的評価を試みた.16～37歳 の停留精巣患者12例 で,

停留精巣14精 巣,対 側陰嚢内精巣5精 巣,正 常成人精

巣6精 巣についておこなった.Table2は,各 症例

全視野中の精細管総数,問 細胞総数,問 細胞塊数およ

びセル トリ細胞総数である.Table3は,間 細胞数/

精細管,間 細胞塊数/精 細管,問 細胞数/間 細胞塊,

さらに間細胞数/セ ル トリ細胞の指数を算出したもの

である.Fig.8は,お のおのの指数の相関をみたも

のであるが,す べての指数は互いに有意な相関を示 し

た.と くに,間 細胞数/精 細管と間細胞塊数/精 細管

の相関係数は0,91と きわめて高く,ま た聞細胞数/精

細管と間細胞数/セ ル トリ細胞の相関係数も0.81と 高

値であった.Fig.9は,各 指数ごとに,停 留側精巣,

対側陰嚢内精巣および正常成人精巣を比較したもので

ある.停 留側精巣(P〈0.Ol),対 側陰嚢内精巣(P<

0.OI)と も,す べての指数において正常成人精巣 より

有意に上昇していた.さ らに,停 留側精巣と対側陰嚢

内精巣では,平 均値ではFig・9の ごとく,対 側陰嚢

内精巣のほうが,停 留側に較べ,各 指数とも高値を示

す傾向がみられ,同 一症例においても5例 中4例(80

%)で,間 細胞数/精 細管(p<O。Ol),問 細胞数/間

細胞塊(P〈0.OI),間 細胞数/セ ル トリ細胞(P<

0.05)に おいて,停 留側精巣より対側陰嚢内精巣のほ

うが有意な上昇を示 した.

電 顕

1.正 常精巣間細胞

正常ヒト精巣間細胞の微細構造については,従 来い

くつかの報告があるが,い まだ細部については議論の

あるところである,し か し,今 回,わ れわれの観察 し

た正常成人精巣の間細胞の微細構造の特徴は以下に述

べるごときものであった.

基本的に2種 の間細胞が識別された.ひ とつは,成

熟型間細胞であ り,も うひとつは未熟な紡錘型間細胞,

す なわちFawccttら2・3)の い う前駆細胞に相当するも

のである.
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典型的な成熟間細胞は(Fig.10),広 い細胞質 と偏

在する円形の核を有する.細 胞はpolygonalか ら円

形で,と きに不規則な突起を出すこともある,核 は,

明瞭な1～2個 の核小体を有し,ク ・マチンは微細穎

粒状で分散 しているが,辺 縁では核膜の内縁に沿って

凝集している.細 胞質内には,ミ トコンドリア,小 胞

体,ゴ ルジ体,脂 肪滴,色 素穎粒,遊 離 リボソーム顯

粒,Reinke晶 体 など,豊 富な細胞内小器官を含む.

成熟間細胞のもっとも特微的な所見は,細 胞質全体に

きわめて密に発達した滑面小胞体である,滑 面小胞体

は,ほ とんどの細胞で小胞状で,大 きさもほぼ均一で

0・1～O.3μである.管 状のものはまれに しかみられな

い.小 胞体の発達の程度は同じ切片においても細胞ご

とに多少異な り,こ れは分泌物の産生,あ るいは蓄積

などを含めた活動状態を反映 していると思われる,し

かし,ほ とんどの細胞では,滑 面小胞体はきわめて密

に発達するため,小 胞体間の細胞質基質はきわめて減

少している(Fig.ll).小 胞体の内容は,空 虚あるい

は細胞質基質より電子密度は低い.い っぽ う,粗 面小

胞体は,一 般に管状であるが,細 胞質の辺縁にごくま

れにみられるのみである.

ミトコンドリアは細胞質内に多数みられるが,配 列

は不規則である.形 状や大きさもさまざまで,通 常は

卵円形から球形であるが,管 状のものも観察される.

ミトコンドリアの基質は一般に均一で,細 胞質より電

子密度は低い.基 質には1個 ないしそれ以上のelect-

ron-denseな 封入体を含むことがある(Fig.12).

ゴル ジ体はおもに核近傍域にみられるが,き わめて

良く発達し,か な り大きいものもしばしば認められる.

構造的には他の種類の細胞におけるものと差異はなく,

扁平な嚢と多数の小胞より成る(Fig.13).

脂肪滴と考えられている,中 等度にオスミウム好染

の穎粒が細胞質中に認め られ,こ れらの多 くは平滑な

限界膜を有する小胞中に含まれている.そ の大きさや

存在部位は変化に富み,ま たその内容 も,お そらくは

固定時の流出のためか,空 虚な場合もみ られた(Fig.
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10,13).強 オスミウム好染性で,不 規則な形や大きさ

を示す色素穎粒がしばしば細胞質内に散在するのが観

察され,間 細胞に特徴的な 所見となっている(Fig.

10,13).そ の他に,細 胞質には遊離 リボソーム穎粒が

多数存在している(Fig.10～13).

Reinke晶 体 は細胞質中に不規則に存在するが,す

べての細胞に存在するわけではなく,位 置や数,大 き

さおよび形はきわめて変化に富むが,一 般に多角形か

ら棒状を呈する.強 拡大で観察すると,そ の内部構造

はきわめて特殊で,規 則正しい結晶構造を示す(Fig.

14).

紡錘型間細胞(間 細胞前駆細胞)は,普 通,小 児精

巣で多 くみられるが,成 人精巣では,毛 細血管周囲に

まれにみられるのみである.核 の形は不規則で,と き

に陥入を示し,核 内クロマチンは虎斑状に凝集する.

ゴルジ体は小さく未発達で,ミ トコンドリアの数は少

ない、小胞体はきわめて未発達で,滑 面小胞体 よりも

粗面小胞体の方がむしろ目立つ,リ ボソーム顯粒は細

胞質全体にみられるが,脂 肪滴や リポクローム色素穎

粒は認められない(Fig・15)・ この細胞に特微的なも

のは,細 胞質中で平行に走る細いフィラメント様線維

で,成 熟間細胞では通常認められない(Fig・16).

2.停 留精巣間細胞

思春期前の患者では,光 顕で観察されたと同様,電

顕観察においても間細胞はほとんどすべて前駆細胞型

であり,成 熟型間細胞は認められなかった.ま た,小

児停留精巣でみられた前駆細胞においては,正 常成人

精巣で認められるものと,形 態的に著明な相異は認め

られなかった.思 春期患者では,電 顕的にしばしば成

熟型間細胞を認めえたが,前 駆細胞型が大部分を占め

ることも光顕所見 と同様であった.Reinke晶 体は12

歳(症 例56)以 後で,成 熟型間細胞に出現した.

思春期後の患者では,成 熟型間細胞が大部分を占め

るようになることは,光 顕所見であきらかであるが,

電 顕的にも,正 常精巣におけると同様,前 駆細胞は毛

細管周囲にまれに認められるのみである.先 の定量的

評価にて,思 春期後に間細胞の過形成が認められたが,

その個 々の細胞は,電 顕観察にて以下に述べるごとき,

特徴的変化を示 した.細 胞質は狭 く,ま た核はしばし

ば辺縁が不整で,と きに陥入を認めることもある

(Fig.17).細 胞質におけるもっとも特徴的な変化は,

滑面小胞体にみられる.す なわち,滑 面小胞体は減少
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し,ま たしばしば拡張 して,形 も不規則とな り,大 き

さは不揃いとなる(Fig.18,19).小 胞状滑面小胞体

の間の細胞質間隙は,正 常問細胞に較べ拡大している

(Fig.18,19).Fig.20は,き わめて強い退行変化を

示す間細胞であるが,滑 面小胞体が非常に減少してい

る.

ミ トコンドリアは形,大 きさとも変化に富み,正 常

間細胞との形態的差異は認め難いが,全 体として数が

減少しているように思われた.

ゴルジ体の発達は不良で,細 胞質内で占める面積も

狭い(Fig.19).脂 肪滴は,大 きさ,数 ともに減少し

ていた.し かし,逆 に,色 素穎粒,リ ボ ソーム穎粒は

増加し,時 に リボソーム穎粒が多数集まって凝集して

いた(Fig.20).

Reinke晶 体は,12歳 以後の停留精巣で認められた

が,数,大 きさ,形 状その他の微細構造においては,

正常間細胞との差は認められなかった.

Reinke晶 体 とは別に,停 留精巣間細胞の細胞質内

に特殊な封入体が認められた.こ の封入体は索状で,

細 胞 質 の あ ち こち に 出 現す るが,す べ て の 細 胞 に み ら

れ るわ けで は な い(Fig.18,20).封 入 体 は細 胞 質 内

に あ っ て,2種 の 異 な った 分布 パ タ ー ンを 示 した.す

なわ ち,あ る場 合 は 細 胞 質 中 に分 散 して存 在 し(Fig.

18),他 の場 合 は,封 入体 が 凝 集 し細 胞 質 内 で島 状 の塊

を形 成 す る(Fig.21).お の お の の封 入 体 は,平 行 に 並

ぶ数 本 のsubunitか らな る索 状 構 造 を示 すsubunit

は さ らに,数 本 の 平 行 に 並 ぶ フ ィラ メ ン ト様 構 造 よ り

成 り(Fig.22),そ の フ ィラAン ト構 造 物 は,さ ま ざ

まのelectron-denseな 穎粒 と,そ の穎 粒 中 のcur-

vedo「coiledtinycanaliculiか ら成 る(Fig.22).

相 並 ぶ フ ィ ラ メ ン ト構 造 物 の間 隙 は30～50Aで あ る.

横 断面 と思 わ れ る部 では,こ れ らの 構造 物 は ル ー プ あ

るい は リ ン グ状 に 特 殊 な 配 列 を示 して い た(Fig.23)。

この特 殊 な封 入 体 は,他 の細 胞 内 小 器 官 と特 別 な 関 係

を示 す 所 見 は な く,ま たReinke晶 体 と も関 係 を認

め な い.さ らに,こ の封 入 体 は 思 春 期 後 の 患 者 の成 熟

型 間 細 胞 の み に認 め られ,ま た 前 述 の ご と く思 春 期 後

の停 留 精 巣 で み られ る退 行変 化 を と もな う閥 細 胞 に 多
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く認められた(Fig.18,20).精 巣の停留位置により,

とくに形態,出 現頻度などにおける差はみられず,正

常成人精巣や対側陰嚢内精巣では,き わめてまれにみ

られるのみであった.

術前にHCGを 投 与した思春期前の停留精巣にお

いては,光 顕にて確認された成熟型間細胞が電顕観察

においても確認された(Fig.24),核 は いまだ辺縁不

整であるが,ク ロマチンは微細で,辺 縁での凝集傾向

を示 し,成 熟型問細胞の形態を示 した.さ らに細胞質

には,特 徴的な小胞状滑面小胞体が発達していた.

対側陰嚢内精巣の間細胞には,微 細構造上,正 常精

巣におけるものと著明な差異は認めなかった.さ らに,

停 留精巣間細胞における,各 年齢ごとの停留位置の違

いによる形態的変化について検討 したが,上 述の所見

に関し,停 留位置によるあきらかな差異を見い出すこ

とはできなかった.思 春期後間細胞過形成の定量的評

価においても,Table3に 示すごとく,停 留位置によ

る有意な差異は認められなか った.

考 察

正常間細胞発達過程

間細胞の起源については,現 在では問葉細胞に由来

す る と され,ま た,精 巣 に お い て 間 葉細 胞 は,線 維 芽

細 胞 に も間 細 胞 前駆 細 胞 に も分 化す る 能 力 を 備 え て い

る24).胎 生 期 に お け る間細 胞 の 微細 構 造 に つ い て は,

Niemi&Pellinielni25)(1969),Gondos&Hobe126)

(1971),Holstein27)(1971)ら に よ り詳細 に報 告 され

て い る.妊 娠8週 の胎 児に お い てす でに 間葉 細 胞 よ り

分 化 した 間細 胞 がみ られ,9～12週 にか け て細 胞 の大

きさ が 著 明に 増 加 し,小 胞 状 の 滑面 小胞 体,ゴ ル ジ体

な どの発 達 をみ る.間 細 胞 の発 達 は12～14週 に か け て

最 高に 達 し,14週 後 退 行変 化 を示 し,17週 後 で は,容

積,数 と も減 少 す る27).

生 後 の間 細 胞 発 達 に つ い て,光 顕 で も多 くの研 究 が

報 告 され28～30),間 細 胞 は 思 春 期 以 後 に のみ 発 達 し,す

なわ ち1歳 の終 り頃 か ら思 春 期 ま で観 察 され な い と い

う・ しか し,Hayashi&Harrison3D(1971)の 出生

直 後か ら思 春 期 に いた る間 細 胞 発 達 に つ い て の詳 細 な

報 告 に よる と,1歳 で も発 達 した 間 細 胞 を 認 め,以 後

い っ た ん消 失 す るが,5～6歳 頃 再 び 出 現 し,思 春 期

ま で間 細 胞 は 数 とそ の 大 き さを 増 す とい う.

生後 の ヒ ト間 細 胞 発 達 に 関 す る電 顕 的 研 究 は きわ め

て少 な い・Hadziselimovic32)(1977)は,出 生 直 後 か

ら成 人 に いた る正 常 精 巣 の 間 細 胞 発 達 過 程 に つ い て報
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告 しているが,彼 によれば小児間細胞には2種 のタイ

プの細胞が認められ,い っぽうはFawcettら23)の 述べ

る間細胞前駆細胞で,小 児全期を通 じてみられる.も

ういっぽ うの細胞は,前 述のごとき特微をもつ成熟型

間細胞で,小 児期では年齢に応 じて,そ の出現や形態

に変化がみられ る。新生児では,成 熟型間細胞は2～

3個 で塊を成 して多数存在 し,特 微的な滑面小胞体は

小胞状で,細 胞質全体に良 く発達し,粗 面小胞体 もし

ばしば細胞質の辺縁にみられる.脂 肪滴,ミ トコンド

リア,そ の他の細胞内小器官もみられるが,成 人のも

のに較べるとゴルジ体の発達が不良で,Reinke晶 体

はみられないという.Charny33)は,新 生児に認めら

れる成熟間細胞は,生 後1週 間で消失すると述べたが,

Hadziselimovic32)は1歳 でも多数認められると述べ

ている.彼 はまた,2～4歳 では,成 熟間細胞はいっ

たん消失するが,5～8歳 に再び2～6個 が塊を成し

出現して くるという.こ の時期の間細胞は,新 生児期

の細胞よりやや小さいが,核 はより良 く発達 し,核 小

体も明瞭である.滑 面小胞体 も小胞状で良 く発達 し,

細 胞全体を満たしている.ミ トコンドリアは少な く,

脂肪滴 もきわめて少な く,Reinke晶 体 もいまだ認め

られない,9～ll歳 に なると再び間細胞は退行するが,

思春期以後再び発達 してくる.思 春期以後の成熟型間

細胞は,わ れわれの観察 と同じく,広 い細胞質と円形

の良 く発達した核を有し,細 胞質内には脂肪滴の増加

を認め,滑 面小胞体はきわめて良好に発達している.

しか し,粗 面小胞体は新生児期と較べてはるかに少な

い.ゴ ルジ体は逆に大きく,細 胞質全体にみられ る場

合もある.成 熟型間細胞は,前 駆細胞より分化するこ

とが知られてお り29・34・35),HCGの 刺激により促進

される36).

上記のごとき間細胞の形態学的変化は,そ れぞれの

時期における間細胞の機能を反映している.思 春期以

後,LH,FSHの 上昇にひき続 き血清テス トステロ

ン値が急速に増加し,性 成熟 および精巣の発育をき

たすことは,い うまでもないことで,こ れに呼応する

思春期以後の成熟型間細胞の数量的,お よび形態的発

育所見は当然のことと思われる.従 来,10歳 以下の思

春期前の精巣は,ア ンドロゲンを生成しておらず,内

分泌学的には静止状態であ り,ll～13歳 頃 より間細胞
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が 急 速 に 活 動 を 始 め る と思 わ れ て い た.し か し,近 年

radioimmunoassayそ の 他 の 技 術 の進 歩に と も な い,

小 児 期 の詳 細 な 内 分泌 学 的 研 究 が報 告 され,Forest37)

(1974)は,生 後3ヵ 月 間 に お け る テ ス トス テ ロ ンの

一 時 的 上 昇 を 報告 し,Winter38)(1975)は 生 後3ヵ 月

間 に お け るFSH,LHの 上 昇 を認 め て い る.公 平18)

は,精 巣 組 織 中 の テ ス トス テ ロン合成 能 を測 定 し,出 生

直 後 に も テ ス トステ ロ ン合 成 のひ とつ の ピー クが あ り,

そ の後 低 下 し,5歳 以後 再 び テ ス トス テ ロ ン合成 が 上

昇 しは じめ,思 春 期 の ピー クに 達 す る と述 べ て い る,

この よ うな内 分 泌 学的 研 究 の結 果 は,前 述 の ごと き年

齢 に応 じた間 細 胞 の形 態 的 変 化 と きわ め て よ く一 致 す

る もの で,形 態 的 変 化,と くに 成 熟 型 間 細 胞 の変 化 は,

そ の機 能 状 態 を 反 映 して い る もの と考 え られ る.ま た,

HCGに よ り間細 胞 に 形 態 的 変 化 が 生 じ,テ ス トス テ

ロ ン合 成 の増 加 が 起 こる こ と も認 め られ て お り18・39・40)

小 児 で もHCG投 与 に よ り間 細 胞 が 分 化 し,テ ス ト

ス テ ロ ン合 成 を増 加 し うる こ とが知 られ て い る18).さ

らに,精 巣におけるHCGの 存在,お よび間細胞に

おけるHCGレ セプターの存在はこれ らの報告を支

持している41・42).

以上 より,ヒ トの思春期 までの正常発達過程におい

ては,時 期に応 じ,問 細胞はHCGコ ン トロール下

にあ り,ア ンドロゲン合成を営なみ,そ れを反映 して

間細胞は形態的変化を示す ものと考えられる.し たが

って,出 生直後,一 時的な間細胞機能のピークがあり,

以後4～5歳 まで退行 し,以 後ふたたび機能の上昇が

始まり,思 春期にむかって増加 していくものと考えら

れる.

正 常 間 細 胞 の 微 細 構 造

正 常 精 巣 の 間 細胞 の 微細 構 造 に 関す る研 究 はFawc-

ctt23),Yamada43)(1965),deKretser44)(1967)

らに よ り報告 され て お り,基 本 的 に はわ れ わ れ の 得 た

所 見 もほ ぼ 一致 す る ・ 間細 胞 は前 述 の ご と く,そ の機

能 状態 に応 じて形 態 的 変 化 を示 し,Tonutti45)(1966) ,

Wilke46)(1960)は,非 活 動 性 の 間 細 胞 は 胞 体 も小 さ
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燃 懲難_麹 甑 、
Fig.21.Aportionofthecytoplasmofa
Leydig,scellfromthcundcsccndcdtestis
ofa30-year-oldcryptorchidpatient,
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consistingoflargeaggregatesofsubunits
areislet-likeinappearance.(x37,000).

く,核 の大きさも減少し,核 クロマチンは虎斑点状を

呈するが,ア ンドロゲン活性の間細胞では,核,胞 体

ともに容積を増し,と くに核は円く胞状で,顕 著な核

小体を持つと述べている.今 回の正常成人精巣におけ

る観察では,成 熟型間細胞の核では,核 内 クロマチン

は微細穎粒状で均等に分布 していたが,Fawcett23)に

よれば,こ れは旺盛な代謝を営む細胞に特徴的なもの

であるという.

一般に
,間 細胞のミトワンドリアは比較的大きく,

また数 も豊富である.基 質内には,他 の種類の細胞に

おける ミトコンドリアと同様imitochondrialgranu-

leが み られるが,円 形の大型穎粒 も認められる.こ の

大型穎粒はオスミウム好性であることより,脂 肪滴と

考えられるが,Yamada43)は,こ れはステロイ ドホル

モン産生細胞の ミトコンドリアに共通 してみられる特

微であると述べている.

ゴルジ体は,正 常成熟型間細胞では通常きわめて良

く発達しているが,間 細胞が分泌細胞である以上,ゴ

ルジ体も細胞の機能状態に応 じて形態的変化を示すこ

とが予想さねる.実 際,村 上47)(1967)は,ラ ットに

おいてエストロゲソ投与によりゴルジ体構成成分の数

の減少と大きさの縮小をみている.

成熟型間細胞の微細構造上,も っとも特徴的な所見

は滑面小胞体である。細胞質における滑面小胞体の著

明な発達は,ス テロイ ド産生細胞に共通 した特徴であ

り,副 腎皮質,卵 巣などの組織でも認め られる48).滑

面小胞体が間細胞におけるアンドロゲン合成の場であ

ることは,Fawcett&Burgos23)の 報告以来電顕上追

認されてお り43・44),また生化学的研究に よっても確か

められている49),

停留精巣患者

従来,停 留精巣の形態学的研究は数多 く報告されて

いるが,既 述のごとく,お もに精細管内上皮細胞に関

するものがほとんどであり,基 底膜を含めた精細管壁,

間質組織に関するものはきわめて少ない.他 方 幾多

の報告にもかかわらず,精 巣の下降不全,お よび停留

精巣にともなう精巣障害の病因についても,い まだ十

分に解明されていない.下 降不全の原因については,

従来多 くの仮説が提出されている.す なわち,睾 丸導

帯,鼠 径管,精 管や精巣動静脈,さ らには精巣挙筋や

外腹斜筋などの先天的な異常が精巣の下降不全をひき

起こす という,解 剖学的見地からの説が多い.ま た,
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Sohval50)(1954)は,精 巣の発育不全そのものと下降

不全との関係を 主張 した.小 児 停留精巣に おいて,

HCGが 精 巣の下降をきたしうることがSchapirosi)

(1931)の 報告以来知 られてお り,以 後さまざまな成

績が報告され,精 巣下降不全は胎生期のHCG刺 激

不全に よる可能性も示唆された.し かし,こ の仮説は

HCG治 療 の成果に基づ くもので,十 分な科学的根拠

は得られていなかった.と ころが,Hadziselimovic52)

(1977)が 妊娠マウスにエス トロゲンを投与すること

により,両 側および片側の精巣の下降不全を示す仔マ

ウスを作ることに成功 し,胎 生期における視床下部一

下垂体一精腺系の異常に基づくHGG刺 激 不全,す

なわち間細胞の低刺激状態が,精 巣下降不全の原因で

あろうと述べている.

また,停 留精巣における間細胞の形態的変化の報告

もきわめて少なく,近 年まで形態的に異常を認めない

とされていた.間 細胞はセル トリ細胞と並んで,精 巣

において内分泌的機能を営む重要な構成成分であ り,

成熟型間細胞の形態的変化は,内 分泌学的な変化を表

現するものと考えられる.停 留精巣患者では,一 般に

二 次性 徴 が 正 常 で あ る こ と よ り,従 来 内分 泌学 的 に は

異 常 を 認 め な い と され て い た11・13・14).Mancinii2),

落 合53)(1965),Sengoku54)(1967)ら も,組 織 化 学 的

検 索に て,停 留 精 巣 間 細 胞 の さ ま ざ ま の酵 素活 性 は,

正 常 との 間に 差 を認 め な い と述 べ て い る.し か し,近

年radioimmunoassay,そ の他 の検 索 法 の進 歩 に と

もな い,本 症 に お け る ホ ル モ ン動 態 の異 常 が報 告 され

る よ うに な って き た.動 物 で の実 験 停 留 精 巣 で は,ア

ン ドロ ゲ ン合成 の低 下 が示 さ れ,Clegg55)(1960)ら

は,精 嚢 重量 と クエ ン酸量 を ア ン ドロ ゲ ン レベ ル の指

標 と して,ア ン ドロ ゲ ン減 少 を 認 め た.Eik-Nes56)

(1966)は 犬 で,精 巣 の 静 脈 血 中 テス トステ ロ ン濃 度

は 停 留 側 で は 対 側 よ り低 下 して い る こ とを 示 した.さ

らに,直 接 ス テ ロイ ド合成 に 関 与 す る酵 素 活 性 に 関 し

て も,そ の 低 下 が 報告 され て い る57・58).以 上 の ご と

く,停 留 精 巣 で は 間 細 胞 の ア ン ドロ ゲ ン合成 低 下 が示

唆 され るが,こ れ らは 一度 下 降 した 精 巣 を 実験 的 に 停

留 させ た もの で あ り,先 天 的 で胎 生 期か らの 因 子 も強

く考 え られ て い る ヒ ト停 留 精 巣 とは 同一 視 は で きな い.

ヒ ト停 留 精 巣 で の報 告 は きわ め て 少 な い が,
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Raboch夏6)は 両側患者に おける血清 テス トステロン

値の低下を報告 してお り,公 平18)は小児から成人のヒ

ト停留精巣患者の精巣生検材料を用い,精 巣組織中の

アンドロゲン合成能を検索し,間 細胞機能を内分泌学

的に調べた.彼 らは0～4歳 では停留側と対側陰嚢内

精巣とに差はなく,5歳 以後に差が出現し,以 後アン

ドロゲン合成は停留側において対側精巣に較べ低下し,

その低下は成人にいたるまで存在し,成 人ではあきら

かに停留側での著明な合成低下がみられると報告した.

しか も,彼 らは対側陰嚢内精巣でも,思 春期前ですら

正常精巣 よりアンドロゲン合成は減少 し,成 人ではそ

の傾向があきらかであることを示 している.ま た,血

中テス トステロンと性腺刺激ホルモンの動態について

も若干の報告がある.前 述のごとく、生後3ヵ 月の血

中テス トステロンの上昇はForest37)に よ り示されて

いるが,Gcndrel59)(1978)は 生後10日 か ら89日 の両

側,片 側停留精巣患者における生後テス トステロンの

上昇が,正 常コントロールに較べ低いことを示し,ま

た,Jobi7)は 思春期前患者(両 側,片 側)で,LH-

RHに 対するLH分 泌 の低下を認め,小 児停留精巣

患者におけるLH分 泌の下垂体予備能の低下を示し,

さらに血清LHの 低下も報告した17・60).思春期以後

については,テ ス トステロン上昇の遅れ と,血 清LH,

FSHの 高値が報告されている61Au63).したがって,以

上の今までの内分泌学的な報告を総括すると,(1)出 生

直後,小 児期,思 春期,思 春期後を通 じての停留精巣

のアンドロゲン合成の低下,(2)思 春期の血中テストス

テロン上昇発来の遅延,(3)両 側停留精巣患者における

思春期後の血中テス トステロン値の低下,(4)対 側陰嚢

内精巣におけるアンドロゲン合成の低下,(5)小 児期に

おける血清LHの 低値,お よび下垂体LH分 泌予備

能の減少,(6)思 春期後の血清LH,FSHの 上昇傾向

などが挙げられる.

われわれの間細胞の形態学的観察では,前 駆細胞は

小児期全期を通 じて存在し,形 態的に特徴的な変化は

認めがたかったが,精 巣におけるアンドロゲン合成を

形態的に反映すると思われる成熟型間細胞において,

その出現や,形 態的変化で,年 齢により特徴的な変化

がみられた.す なわち,4歳 以下のみならず,5～10

歳で も,成 熟型間細胞は光顕,電 顕上ほとんど認めら
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れ なかったが,術 前HCGを 投 与した患児の精巣で

は,滑 面小胞体の発達 した成熟型間細胞の出現をみた.

したがって,思 春期前,と くに5～10歳 における成熟

型間細胞の減少は,停 留精巣における間細胞の低刺激

状態を示すものと考えられ,小 児期における停留精巣

のアンドロゲン合成低下の報告と一致する.こ のよう

な低刺激状態の原因は,形 態学的研究のみではあきら

かにはできないが,HCG刺 激に よって成熟型間細胞

が増加しうることは,間 細胞自身の異常というよりは

むしろ,小 児期におけるLHの 低値や下垂体LH分

泌予備能の低下などで示される性ホルモン動態の先天

的異常が関与するのではないかと推測される.

思春期において成熟型間細胞が出現するものの,散

見される程度で,前 駆細胞が優位を占め,思 春期後や

っと成熟型間細胞が全体を占めるようになる.こ れら

は,前 駆細胞が分化 して成熟型間細胞になることを間

接的に裏づけるとともに,停 留精巣患者における思春

期の血中テス トステロン上昇発来の遅延も形態的に裏

づけるものと考えられる.他 方,思 春期後出現した成

熟型間細胞にみられた形態的変化についてみると,滑

面小胞体の減少や形態的異常,ゴ ルジ体の発達不良,ミ

トコンドリア減少傾向などは,間 細胞の機能低下,と

くにアンドロゲン合成低下を形態的に示す ものである.

したがって,思 春期以後の停留精巣のアンドロゲン合

成低下や,両 側停留精巣患者での血清テス トステロン

値の低下は,こ のような成熟型間細胞の形態的変化,

す なわち間細胞の退行性変化により説明しうるものと

考えられる.他 方,同 様の変化が対側陰嚢内精巣では

認めがたく,む しろ正常精巣の問細胞と同 じ所見を呈

したことは,停 留側間細胞の形態的変化は,ホ ルモン

などの全身的因子の影響によるよりも,む しろ局所的

な因子,た とえば高温環境などによるものと考えられ,

すなわち2次 的な変化であろうと考えている.以 上よ

り,停留精巣では思春期前,思 春期以後ともに間細胞の

機能低下が形態的に示唆され,従 来の内分泌学的検索

の報告 と一致するものであるが,思 春期前か ら思春期

にかけては,間 細胞機能障害はHCG低 刺激状態によ

る一次的なものであ り,思 春期以後の障害は,こ の一

次的因子に高温などの局所的な2次 的因子 も加わって

いると考えられる.今 回の観察では,小 児期における

対側陰嚢内精巣の検索は,将 来の妊孕性に及ぼす影響

を考慮 し不十分であったが,成 人例においては,対 側

陰嚢内精巣の間細胞には過形成以外形態学的に異常を

認めず,公 平ら18)の述べたごとき対側陰嚢内精巣のア

ンドロゲン合成低下の所見を得ることはできなかった.

しかし,片 側停留精巣患者では思春期後でも血中テス

トステロン値がほとんど正常範囲にあることを考える

と,対 側陰嚢内精巣間細胞が正常であることは不思議

ではなく,ま た過形成であることから,む しろ代償性

の機能充進を示しているのかも知れない.

つ いで,間 細胞の細胞質に みられた 特殊な 封入体

について,若 干の考察を加えたい.間 細胞に おいて

Reinke晶 体 はよく知 られた細胞質封入体であ り,規

則正しい結晶構造を示すが,そ の意義,生 理的機能,

また 由来などに ついては未だ不明である.し か し,

Fawcett23)の 報告以来,Reinke晶 体は思春期以後の

活発な活動 を営む正常間細胞中に広 く認められ,正 常

な間細胞機能と関連 したものとされている.他 方,わ

れわれがおもに退行性変化を示す間細胞中に認めた封

入体は,Reinke晶 体 とはあきらかに異なる微細構造

を示 している.畠 山64)(1965),Nelly65)(1977)ら は

無精子症の成人精巣間細胞中に,Smith66)(1967)は

Klinefelter症 候群の精巣間細胞中に封入体を認め,

われわれの観察したものに酷似している.し か し,わ

れわれの知るか ぎり,停 留精巣におけるこれ らの封入

体についての報告はみられず,ま たその年齢との関係

についても報告はみ られない(Gotoh67)(1983)).わ

れ われの観察では,こ れらの封入体は思春期後の症例

においてのみみられた.Smith66)はKlinefelter症 候

群患者の精巣で,こ れらの封入体がアンドロゲン治療

後に消失 したと報告 した,さ らに,前 述のごとき停留

精巣患者におけるホルモン動態の異常などを考えると,

この封入体と性ホルモン代謝との関係が示唆される.

われわれの観察では,停 留精巣では退行性変化を示す

問細胞にしばしばみられたが,対 側陰嚢内精巣や正常

成人精巣ではきわめてまれにみられるのみであ り,こ

の封入体はReinke晶 体 と異な り,む しろ間細胞の

機能不全を反映するものと考えている.

以上,停 留精巣における間細胞の機能障害を形態的

に述べたが,精 巣内アンドロゲンと精子形成能 とが密

接な関連を有することは既知の事実であ り19,20),精子

形成能の維持には,精 巣内に高濃度のアンドロゲンが

必要である.し たが って,停 留精巣において,間 細胞

の機能障害に基づくアンドロゲン合成低下が,小 児期

から思春期以後の精細胞の分化や精子形成に対し,悪

影響を及ぼすことは当然推測される.

精巣の停留位置による検討

今回の観察では,間 細胞の形態学的変化,お よび過

形成の程度に関し,停 留位置による変化を認めえなか

った・従来 停留精巣の病理組織学的研究 こおいては,

や はり年齢変化により追求したものがほとんどであ り,

あるいは停留位置による相異については記載のないも
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のが大部分である.わ ずかに昼間ら68)が,移 動精巣に

関し,そ れらの精巣でも組織学的に病的変化を認め,

そ れらは停留精巣に較べ軽度であると述べているが,

停留各位置による組織学的変化の差異については言及

していない.わ れわれの研究では,検 討 した形態学的

変化に関し,同 年齢群において停留位置による著明な

差異はみられなかった.し かし,年 齢因子すなわち停

留期間は,精 巣に対する2次 的因子としてきわめて重

要なものであることは疑いのないところであり,年 齢

を除外 し,停 留位置のみで検討しても無意味であろ う

と思われる.し たがって,停 留位置による変化の検討

においては同年齢においての比較検討が必要となる,

しか し,わ れわれの研究でも,各 年齢毎に精巣の位置

に よる変化について詳細な結論を得るには,症 例数が

いまだ不十分であると思われ,今 後の検討を要する.

間細胞の定量的評価と思春期後停留精巣における間

細胞過形成

間細胞過形成は,精 巣のさまざまの病的状態におい

てしばしば観察されており,たとえば,実験的にX線 照

射やビタ ミンE欠 乏69),高 温環境などにより障害を受

けた精巣や,臨 床的にも精索静脈瘤7ω,そ の他の病的

精巣において観察されている.停 留精巣でも,ラ ット

における実験的停留精巣7D,ま た成人停留精巣患者に

おいて50)しば しば言及されている.し か し,ほ とんど

の場合,生 検標本観察時の主観的評価に基づいている.

われわれが用いた方法は,1978年Weissら72)の 報告

したものに準 じている.間 細胞密度の定量的評価に関

し,Surgent73)(1948)は 生検標本の任意の視野にお

ける間細胞数と精細管数の比を用いたが,こ れは簡潔

な方法ではあるが,一 般に障害精巣でみ られる精細管

の減少と間質の拡大の存在する場合は不正確となる.

Heller74)(1971)ら は,間 細胞数/セ ル トリ細胞比が

正確な評価法 となりうることを報告している.一 般に,

障害精巣でセル トリ細胞は比較的変化を受けがたい精

巣成分であり,こ の方法は正確であ りうると思われる

が,他 方セル トリ細胞のカウントが,そ の数や同定な

どにおいてむずかしく,ま た時間を要するため,臨 床

的応用には不適な面がある.わ れわれの方法では,間

細胞は光顕上同定は容易であり,ま た標本全視野にわ

たって全精細管数を数えるため,精 細管径の減少,間

質拡大に影響されがたいと考えられる.

われわれの検討では,そ れぞれの指数は互いに有意

な相関を示 した.Weissら72)は16例 の精索静脈瘤患者

について同様の検討をおこない,や は りそれぞれの指

数の有意な相関を認め,間 細胞塊数/精 細管を臨床応

用するにあた り,も っとも簡潔で正確な評価法である
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と述べている.わ れわれの検討でも,正 常コントロー

ルを含め,各 指数は有意に相関し,彼 らの報告より良

い相関を得ることができた.さ らに,正 確な評価法と

思われる間細胞数/セ ル トリ細胞と間細胞数/精 細管

との相関係数は0.81(P〈0.Ol)と 高 く,間 細胞数/

精細管と間細胞塊数/精 細管との相関係数 ときわめて

近い値を示している.し たがって,間 細胞塊数/精 細

管は精巣の間細胞数の正確な定量的評価法となりうる

ものと考えられる.

停留精巣患者では,各 指数とも,停 留側のみならず

対側陰嚢内精巣でも高値を示し,そ れらは正常成人精

巣と較べるとすべて有意に高値であった.し たがって,

停留精巣患者では,停 留側,対 側陰嚢内精巣とも間細

胞過形成が認められることを確認した.従 来,停 留精

巣での間細胞過形成はしば しば指摘されていたが,対

側陰嚢内精巣での過形成についての言及はなく興味深

い.ま た,対 側陰嚢内精巣と停留精巣を比較すると,

すべての指数において,そ の平均値で対側陰嚢内精巣

の方が高 く,す なわち間細胞過形成が著明であること

は興味深 く,実 際同一個体でみると5例 中4例 におい

て,対 側陰嚢内精巣での間細胞過形成が停留側より有

意に著明であった,

以上 より,思 春期後停留精巣では間細胞過形成がみ

られることが判明したが,は たしてこれが間細胞の機

能充進状態を反映するものと考えられるであろ うか.

前述のごとく,思 春期後停留精巣患者のホルモン動態

は,血 清LH,FSHの 上昇傾向とテス トステロンの

低下傾向を示 してお り,ま た停留精巣におけるアンド

ロゲン合成障害も強 く示唆され,し たがって間細胞過

形成が間細胞機能充進状態を反映 しているとは考えら

れない.稲 葉75)(1980)ら は,ラ ット実験停留精巣に

おける間細胞過形成とLH分 泌の充進を報告 し,さ

らに下垂体除去ラットでは過形成は認め られないと述

べている.ゆ えに,間 細胞過形成は間細胞の一次的障

害に基づく,LH上 昇による代償性反応であろ うと推

定され,間 細胞機能としてはむしろ低下状態にあるも

のと考えられ る.

結 語

1.2～37歳 にわたる74例 の片側および両側停留精

巣患者について,手 術時に,停 留側 および対側陰嚢

内精巣の精巣生検をおこない,間 細胞の光顕的観察を

おこなった.な お,28例 については電顕観察 もおこ

なった.対 照として,6例 の正常成人精巣を用いた.

また,5例 の思春期以前の患者 に対 しては,術 前に

HCG投 与 をおこない,間 細胞の変化を光顕,電 顕的
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に追求 した.

2.光 顕 観察で,思 春期前の停留精巣では成熟型間細

胞まほ とんど認められず,思 春期においてもきわめて

少なか った.し かし,思 春期後では,間 細胞は逆に過

形成を示 し,正 常精巣に較べあきらかに増加していた.

また,対 側陰嚢内精巣でも過形成が認められた。

3.思 春期後でみられた間細胞の過形成を定量的に評

価するため,正 常成人精巣と思春期後停留精巣および

対側陰嚢内精巣について,光 顕下で,標 本全視野の精

細管数,間 細胞数,間 細胞塊数,セ ルトリ細胞数 を数

え,間 細胞数/精 細管,間 細胞塊数/精 細管,間 細胞

数/間 細胞塊および間細胞数/セ ル トリ細胞の各指数

を算出した.

4.各 指数は,互 いに統計的に有意な相関を示 し,間

細胞塊数/精 細管がもっとも簡潔かつ正確な評価法 と

なりうることを確認した.

5.定 量的評価でも,片 側思春期炭停留精巣患老では,

正常成人精巣に較べ,停 留側のみならず対側陰嚢内精

巣でも間細胞の有意な増加が確認された.さ らに,過

形成は停留側より対側陰嚢内精巣の方が著明であった.

6.正 常成人精巣には,電 顕観察で,未 熟な間細胞前

駆細胞と成熟型間細胞が区別された.成 熟型間細胞は,

円形の核,良 く発達したゴルジ体,ミ トコンドリァ,

脂肪滴,色 素穎粒などの豊富な細胞内小器官を有 し,

ときに細胞質にReinke晶 体 を認めた.と くに滑面

小胞体は細胞質全体に密に発達 し,間 細胞の活発なア

γドロゲン産生を反映するものと思われた.未 熟な間

細胞前駆細胞は,細 胞内小器官の発達が乏しく,紡 錘

形で,毛 細血管周囲にまれにみられた.

7停 留精巣においては,思 春期前では,4歳 以前の

みならず5歳 以後でも成熟型間細胞はほとんどみられ

ず,前 駆細胞のみであった.思 春期では,成 熟型間細

胞が出現してくるがいまだ少なく,前 駆細胞が優位を

占め,思 春期後になって成熟型間細胞が数多 く認めら

れるようになった.

8.術 前HCGを 投与した患児の停留精巣では5歳

でも成熟型間細胞が出現し,数 個が塊を成 して認めら

れ,電 顕的にも滑面小胞体の良好に発達 した成熟型間

細胞であることが確認された.

9.思 春期後の停留精巣は間細胞の過形成を示 したが,

個 々の細胞には電顕上,さ まざまの退行性変化が認め

られた.滑 面小胞体の発達が不良とな り,脂 肪滴,ゴ

ルジ体などの発達も悪 く,形 態的に聞細胞の機能障害,

とくにアソドロゲンの産生障害が疑われた.し かし,

対側陰嚢内精巣の間細胞は,電 顕上正常であった.

10。思春期後の停留精巣の,と くに退行変化を示 した

3号1984年

間細胞の細胞質に,Reinkc晶 体 とはあきらかに異な

る特殊な封入体を認めた.こ れは,Reinke晶 体 と異

なり,間 細胞の病的状態を反映するものと考えられた.

なお,本 論文の要旨は,第27回 日本不妊学 会総会(1982年

11月17日)に 右いて発表 した.
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